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令和７年度講演会報告 

南 寿宏 

  令和 7年 7月 5日(土)、龍馬の生まれたまち記念館で行われた藤内智士先生の講演について、当日の資料をも

とに報告します。文中の図番号は講演資料の番号です。 

 

  

室戸市で学生を指導中の藤内先生(右) 

   

 図 10 芸西メランジュ：地質ルートマップ  

芸西村西分漁港には、枕状溶岩・ナノ石灰岩・チャート等の遠洋性起源岩、多色頁岩等の半遠洋性起源岩、砂岩互層等の陸

源岩が混在して付加している。 

海岸の玄武岩(枕状溶岩)は漁港整備の際に佐川地質館に移管。沖合の玄武岩(上図の赤矢印)は、現在は防波堤で連絡して

いるが、1970年代の調査時は上図のように防波堤が短くて届かず、高知大学平朝彦研究室の学生が機械を持って腰まで海

に浸かって接近、サンプル採取した(当該学生の談)。玄武岩の古地磁気データは、これらが赤道付近で噴出したことを示した。 

チャートは当時の理学部学生がフッ酸処理をして放散虫を産出した。放散虫が産出するのは 100個に 1個、産出した放散虫

のうち保存の良好なものは 100個に 1個。 

こき使われたＴ島副会長「大変でした～」 
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 図 15 1990年代：比較沈み込み帯学 Scholl et al.(1980) 

海溝での海洋プレートの沈み込みは、付加作用がある場合(左図)と無い場合(右図)がある。 

左上図 付加作用の模式図 右上図 構造侵食作用の模式図 

海洋プレートが沈み込む際に、海洋プレート上の堆積物や

岩石などが海洋プレートから引きはがされ、大陸側に付加

される。西南日本の南海トラフでは、付加体が形成されて

いる(→四万十帯)。 

堆積物の量が少ない、プレート間の摩擦が小さい、そのような場

合、海洋プレート上の堆積物や岩石などが付加されずに、その

まま深所まで沈み込んでしまう。大陸プレート下縁が海洋プレー

トよって引きはがされることもある(→構造侵食作用)。 

 

   

 図 19 室戸半島の地質：変形と温度の履歴 Underwood et al.(1992) 

 岩石中の石墨(ビトリナイト)の反射率を調べることで、岩石の温度履歴が分かる。 

菜生層群は、岬先端部の斑レイ岩貫入による局所的な影響を除き、135℃-235℃を示す。 

一方、室戸半島層群行当岬周辺は、275℃-315℃と、菜生層群よりも高温である。 

このことから、行当岬周辺の地温勾配は菜生層群の地温勾配よりも大きかったことが分かる。 

これには、クラプレートもしくはクラ-太平洋融合プレートが関与していた可能性がある。 

 



3 

 

   

 図 28 ドローンを利用して丁寧に観察 松元・藤内(2024) 

左図 室戸市行当岬新村海岸で、ドローンに搭載したカメラを下に向け、300枚の画像を撮影、画像合成ソフトで合成

して一枚の空中写真にした。 

右図 現地調査で岩相と変形構造の記載および地層の対比を行い、岩相分布図を作成した。 

図中の凝灰岩(矢印⇒で示す)は 32.5Maの U-Pb年代を示す。 

   

   

 図 27乱堆積層がある  

行当岬の調査地域は整然層と乱堆積層に分類される。整然層は調査地域全体の 60%を占め、そのほとんどは極厚砂岩層か

らなる。乱堆積層は 40%を占め、岩相は、下位より、泥から中粒砂が混在する砂質泥岩層、砂質泥岩を基質とする変形した砂

岩あるいは頁岩、互層からなる偽礫を含む砂礫質泥岩層、砕屑注入岩が貫入する砂岩頁岩互層が累重する。これらの乱堆積

層は、プレート収束域に形成した深海チャネルシステムにおいて極厚砂岩層の古流向と平行に移動して形成したと考えられ

る。この地は高温で重力的に不安定なため、海底地すべりが起こりやすくなっていたであろう。 
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 図 29 乱堆積層を認定(全体の約 4割!)、変形の規則性 松元・藤内(2024) 

調査地域では、乱堆積層が 9つ認められており、構造的下位より、m, n, o, p, q, r, s, t, u と名づけた。これら 9つの乱堆積

層は、基底に侵食面あるいはすべり面をもつ、上位の整然層が乱堆積層の凹部を埋めている、内部に未固結変形および同時

期に形成した砕屑貫入岩が発達する、といった特徴から、塊状運搬堆積物（mass-transport deposits）と結論づけられる。 

   

   

 図 31 砕屑物層の内外にできた炭酸塩岩：シロウリガイ化石(室戸市三津) 

Carbonate mounds bearing chemosynthetic bivalve colonies (Mitsu) 

Hara et al.(2025) 

日沖メランジュ三津サイト(室戸市三津)の海岸には、シロウリガイの密集化石が存在する。 

シロウリガイは深海底の熱水噴出孔(チムニー)に生息する化学合成二枚貝である。 

日沖メランジュ内に露出する珪長質凝灰岩の U-Pb年代は、22-19Ma を示す。 
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  図 32 ノジュール状、板状、パイプ状 Hara et al.(2025) 

 b シロウリガイ(三津) Detail of chemosynthetic bivalve colony (Mitsu)  

 c ノジュール状炭酸塩岩(菜生) Typical appearance of nodular carbonates (Nabae) 

 d 板状炭酸塩岩(菜生) Typical appearance of bedded carbonates (Nabae) 

 g パイプ状炭酸塩岩 (菜生) Typical appearance of tubular carbonates (Nabae) 

 菜生層群の泥岩中には、3つの異なる形状、つまり、ノジュール状、板状、パイプ状の炭酸塩岩が産出する。 

c ノジュール状炭酸塩岩は、球形または楕円形で、直径は 3～23cmである。 

d 板状炭酸塩岩は、周囲の泥岩の総理とほぼ平行に並ぶ、細長いレンズ状であり、厚さ 5～20cmで、10～50cmの

長さに連続的に伸びる。 

g パイプ状炭酸塩岩は、明瞭なコアとリム構造を示し、コアと外管の直径の日は 20～50%である。 

 

  

 

 

 図 33 高温流体(Group 1)と冷湧水(Group 2)から析出 Hara et al.(2025) 

左図 

 

炭酸塩岩の δ13Cおよび δ18Oのデータにより、菜生炭酸塩岩は 2つのグループに分けられる。 

グループ 1は、比較的低い δ13C値と、ばらつきが少ない δ18O値が特徴である。 

グループ 2は、比較的高い δ13C値を示し、δ13C と δ18Oの間には正の相関関係がある。 

右図 

 

 

菜生炭酸塩岩(黒実線)には、鋭い正の Eu異常と正の Y異常が共存する。この２つの異常が同時に現れることは、炭

酸塩岩では珍しい。(この図は REE + Y といい、rare earth elements と イットリウムの量を表したもの) 

正の Eu異常は背弧海盆および中央海嶺の熱水活動域に特徴的に見られ(赤実線)、また、正の Y異常は冷水湧出

炭酸塩岩(青実線・青点線)および環礁炭酸塩岩(緑実線)等、北太平洋海水の特徴的なパターンと類似している。 

これらのことから、菜生炭酸塩岩の Eu異常と Y異常の共存は、熱水流体と海水の混合を反映していると考えられる。 

もうひとつの注目すべき点として、右上図の REE + Y パターンより、菜生炭酸塩岩の一部は熱水流体ではなく冷湧

水から沈殿した可能性があることが示唆される。 
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 図 34 炭酸塩の一部はプレート境界付近を流れる高温流体に関連して形成した Hara et al.(2025) 

 水色・青は低温炭酸塩 赤は高温重晶石および菱マンガン鉱  

 赤色矢印は菜生炭酸塩岩を形成した高温流体の、水色矢印は冷湧水の経路を表す。  

 

   

 図 39 イザナギプレート：かつての海洋プレート Wu and Wu (2019) 

 IZA：イザナギプレート  PAC：太平洋プレート  

中生代白亜紀から新生代古第三紀にかけて、イザナギプレートと太平洋プレートがユーラシア大陸に沈み込んでいる。これら

のプレートの沈み込む様子には、上の B～Dなど、複数の仮説が提案されている。現在は、これらのうち Cが支持される。 

Cは、低角度の海嶺・海溝交差モデルであり、北北東-南南西方向に走るイザナギ-太平洋拡大海嶺が、北東アジア縁辺部の

広い範囲とほぼ平行に交差し、新生代古第三紀の 6000万～5000万年前に縁辺部の下に沈み込んだという説である。 
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 図 40 イザナギプレート：ユーラシアに平行する中央海嶺 Wu et al. (2022) 

 現在、地下 700km付近にはスラブという、沈み込んだ海洋プレートが溜まっている。このスラブを巻き戻すこと

で、過去のプレートの様子が概観できる。青いバーは太平洋スラブの展開長を示す。 

   

   

 図 41 火成活動の記録：いつどこに沈み込んでいたか？ Wu and Wu (2019) 

A 

B 

C 

日本列島の火成岩体  K1：前期白亜紀  K2- E1：後期白亜紀-暁新世(100-56Ma)  E2：始新世(46-34Ma) 

3つの地域における火成岩の時空間分布(すべての地域に、ほぼ同時に 56～46Maのギャップがある) 

56～46Maのギャップ前後の年代と火成岩の面積増加率の比較 

 56～46Maのギャップ前後のマグマ付加率の比率は、プレート速度の 20cm/年から 7cm/年への変化と一致する。 

56～46Maには、中央海嶺の沈み込みが中断したため、その時期の火成岩体は無い。 
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図 14   

 図 44 四国沖プレート収束帯の変遷 山路 敦(2010) 

20Ma 太平洋プレートの西端に断裂帯が生じた。→トランスフォーム断層 

19Ma 太平洋プレートの一部が分離し、新しくマイクロプレートができた。→平家プレート 

19～15Ma 平家プレートは反時計回りに回転し、太平洋プレートとの間にトランスフォーム断層を形成した。 

 平家プレートは、古南海トラフにおいて、西南日本の下に沈み込み、付加体を形成した。 

15Ma 平家プレートは完全に沈み込み、フィリピン海プレートが沈み込みを開始した。  

 平家プレートとフィリピン海プレートとの境界は海嶺で、この海嶺が大規模な火成活動を引き起こした。 

 この 15Maの火成活動によって、西南日本の各地には珪長質火成岩(花崗岩)が貫入したが、室戸岬に貫入し

ている岩石は苦鉄質火成岩(斑レイ岩)である。これは、海嶺(苦鉄質)の沈み込みが関係している可能性があ

る。 

 室戸市周辺の付加体は太平洋プレートの沈み込みに伴うものであり。フィリピン海プレートに関するものは、ま

だ陸化していないが、平家プレートに関するものは、室戸岬の先端に出ているかも知れない。 

 

本稿は、藤内先生の講演内容に下記文献の内容を加えて作成した。文責は、南にある。 
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